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農林水産省「消費者の部屋」特別展示
「バイオテクノロジーがつくる未来」

農林水産省の庁舎にある「消費者の部屋」では、
農林水産業に関する様々な話題に関して、週替わ
りの展示を行っています。11月27日（月）～ 12
月１日（金）の週は「バイオテクノロジーがつくる
未来」というタイトルで、遺伝子組換えなどのバ
イオテクノロジーに関して、独立行政法人の各研
究所や大学などによる研究成果が紹介されました。
農業環境技術研究所からは以下の６つのテーマ
で出展いたしました。
「遺伝子組換え作物を作ると畑の生物たちに影響が
あるのか」：遺伝子組換えダイズを植えた畑では、普通
のダイズを植えた畑と比べて、雑草・昆虫・微生物な
どに全く違いがないことをパネルでご説明しました。
「遺伝子組換えダイズは近縁野生種ツルマメと交雑
するか」：シャーレに入れたダイズ（遺伝子組み替え
でない品種）やツルマメの現物をご覧に入れました。
「ひと目でわかる花粉飛散」：花粉飛散による交雑
の結果できる色違いのトウモロコシが、花粉の元と
の距離によってどう色のパターン変わるかを、パネ
ル説明の他模型を使って展示しました（写真１）。
「チャノコカクモンハマキの交信撹乱剤に対する
抵抗性系統の確立と反応性」：害虫駆除用に実際に
畑で使われているフェロモントラップを３種類展
示しました（写真２）。
「微生物利用インベントリーシステムの開発」：微
生物の持つさまざまな機能をいろいろな場面で利
用しようというプロジェクト紹介。「カビでカビを
防ぐ」イメージ展示が好評を集めました（写真３）。
「生物の多様性研究」：身近な生き物たちに関し
ての参加者アンケートを取ってご来場者のご意見
を伺いました（写真４）。この結果はこれからの研
究の方向性を決める貴重なご意見として使わせて
いただきます。
平日昼間の開催でしたが、バイテクに関心を持
つ方や通りすがりの方など、様々な範囲の方が期
間中1200名以上（アンケート集計数1246名）が
来場し、盛況でした（写真５）。農環研からの出展
以外にも青色カーネーションや機能性食品等の多く
の展示があり、また日替わりの内容で公開講座が開
かれるなどいろいろな趣向もこらされました。会場
アンケートによれば出展物中一番人気は東京大学の
「スーパートラフグ」がダントツだった模様です。
また、「研究所員が親切に説明してくれた」こと
を喜ぶご意見がある一方、「もっと判りやすく説明
してほしい」「もう少し国民の視点に沿ってほしい」

の声も多く聞かれるなど、一般の方と研究者との
コミュニケーションの重要性があらためて指摘さ
れました。これはこれからも我々が心していくべ
きことでしょう。

（企画戦略室　齋藤　貴之）

本展示のWEBページ
http://www.maff.go.jp/soshiki/syokuhin/heya/
bio0611.html

写真１（上左）トウモロコシの花粉飛散の結果を模型でご覧いた
だきました　　写真２（上右）実際に畑で使用されているフェロ
モントラップの展示　　写真３（下左）可愛いと好評だった「カビ
の力でカビを防ぐ」イメージ展示　　写真４（下右）生物多様性
の説明ポスター。アンケートも同時に実施しています

写真５　小さい会場は来場者でいっぱいでした

写真６
本展示のマスコッ
トたち
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